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１．氏名・グループ名及び研究テーマ

氏 名（グループ名） 西岡 政子

連絡先・所属など qqw97vm49@sunny.ocn.ne.jp

調査研究・研修のテーマ 児童生徒疾病調査をもとに神奈川県全域の大気汚染を検証する

２．調査研究・研修結果の概要

周辺を3つのごみ焼却場に囲まれていた横浜市栄区の小学校ぜん息被患率は、2つの工場が停止

した結果、18区の中でワースト１から、最も患者が少ない18位へ激烈な変化をとげました。

考えてみれば、焼却場さえなければ極めて環境が良い町ですから、1500トンと900トンの工場か

ら出ていた膨大な有害ガスが全くなくなれば、喘息の子どもが発作を起こさなくなることは想

像に難くありません。しかし、実のところ私にも信じられないほどの顕著な変化です。

神奈川県全体の順位においても、横浜市は川崎市や鎌倉市にその座を譲って、前年度より１％

も被患率をさげました。例年悪化の一途だったことがうそのようです。

30年間ごみ問題に関わってくる中で、脱焼却の運動が正しかった事が証明されたと言えるので

はないでしょうか。

しかし、横浜市金沢区の臨海部に計画されている産廃焼却場（横浜金沢シンシアRCセンター）

は撤退させることはできず、このほど事業認可が下りてしまいました。

反対運動が起こった当初、市民団体に私が提供したぜん息データは、彼らを驚かせそして怒ら

せました。01年に横浜市の金沢工場（1200トン）が竣工以来、小学校のぜん息は１％ずつ悪化

し、過去８年間のワースト１は金沢区であることがわかったからです。アセス方法書では３０％

がぜん息等の健康に関する意見でした。アセスにおける意見陳述は8人中7人が反対意見。全区

に配布したチラシは3回、計画地直近には１０回以上、アセスに対する意見書は、ごみ問題では

市始まって以来の数が寄せられるなど、１年間の抵抗運動は熾烈を極めました。

07年度、被患率を年々更新してきた金沢区が３％も下がって9位になっています。何らかの操作

が行なわれたか検証する必要があります。

激減した学校について周辺環境との精査で検証が十分可能と思われます。

今後の活動としては、焼却場建設や廃プラ焼却をめざしている自治体の市民団体に、栄区の事

例をデータを含めて提供し、同様の事例をもとめて更に活動を続けたいと思います。
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３．調査研究・研修の経過
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世田谷区民集会「プラステイック焼却はNO! 」 報告

05年度横浜市立小中学校健康調査データをペーパーで入手（70枚）

東村山市民フォーラム「ごみ焼却を止めるとぜんそくが減る！？」報告

Excel技術研修

地球温暖化防止/デイーゼル排ガスと健康 市民シンポ 参加

生協・東京マイコープ学習会「燃やしていいのプラステイック！！」 報告

Excel技術研修

川崎市王禅寺焼却場周辺の現地調査

第11回 東京とことん討論会 分科会アドバイザー

06年度川崎市立小中高校の基礎データの入力および分析作業

06年度横須賀市立・鎌倉市立小中学校データ作成

06年度横浜市立小中学校の基礎データの入力および分析作業

05年度東京都データを分析。東京、神奈川ぜん息被患率マップ作成

大田区民集会「横浜で工場が止まったらぜん息の子どもが減った？」報告

三浦市現地調査

横浜市瀬谷区・旭区現地調査

06年度東京都ぜん息被患率データ入手、分析・マップ作成

市民オンブズマン総会で栄工場住民訴訟経緯と小児ぜん息激減について報告

４．調査研究・研修の成果

１・ごみ焼却場の稼動や停止により、周辺の小中学校のぜん息被患率が、大きく変動することが

確認できました。

ぜん息誘引するといわれる工場や交通量の多い幹線道路が殆ど無い栄区で、街を取り囲むよう

に立地する3つの焼却場のうち、巨大な2つが停止すれば、ぜん息の発作を起こす児童が激減す

るのは自然なことではないでしょうか。

今回の調査では、焼却量が少なくても管理体制が整わない焼却場の周辺の子どもに著しい影響

が出ていることもはっきりしました。

成人が1日に呼吸する空気の量は15～20キログラムだそうです。（アトピッコハウスＨＰ・ＮＨ

Ｋ“ためしてガッテン“） 当然、子どもほど大気汚染の影響を強く受けることが推測されま

す。

処理能力150トンの今泉クリーンセンターが修理で止まった2年間には、周辺の風下の小学校のぜ

ん息児童は揃って激減しました。市内354校中で3年間ワースト１だった約5キロ風下にある南舞岡小

学校は７％も下がりました。ところが再開したとたん、再びぜん息児童がふえました。

今泉クリーンセンターの北１ｋｍにある桂台小は、試運転から半月で9人、南舞岡小、公田小、今泉

小は１～３人ふえたのです。

昨年（08年）1月、栄工場（1500トン）に続いて2つ目の港南工場（900トン）が停止しました。

すると08年度の被患率は周辺の小学校では1校を除き全校で激減。市内で最もぜん息の少ない街

になりました。3つの焼却場が操業をしていた頃は栄区が18区中でワースト１だったのです。

県下の順位でも増加の一途だった横浜市は減少に転じています。2工場の停止効果と思われます。

２．国内最大級の産廃焼却場建設反対運動にぜん息データが役立てられました。

金沢区のぜん息被患率は過去8年間ワースト１です。栄区同様に環境の良い街と思っていた金沢

区民を激烈な反対運動に駆立てたのは、これ以上の汚染源などとんでもないということでした。
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３．今まで埋立てていた廃プラを燃やす方向に転換した東京都の市民運動団体に情報提供しました。

東京都の実質プラステック混入率は６％です。今後廃プラ焼却に踏みきった場合は横浜や川崎

のようにぜん息児童の多発を招くでしょう。

５．対外的な発表実績

＜行政・公的機関などへの政策提言＞

・第５次横浜市産業廃棄物処理指導計画に対する緊急要望書 06年 3月19日

・平成１９年度予算要望書 06年 8月31日

・横浜市次期中期計画（素案）に対する意見書 06年 10 月 6日

・横浜金沢シンシアRCセンター準備書意見書 06年 2月27日

・横浜金沢シンシアRCセンター評価書意見 06年 7月3日

・横浜金沢シンシアRCセンター利害対象者意見書 06年12月28日

・環境カウンセラー活動報告書 07年 2月8日

＜雑誌等への寄稿＞

・食べもの通信 07 年 2 月号 脱ごみ焼却のすすめ ～焼却場を２つ廃止した横浜市～

＜シンポジウムでの発表＞

・世田谷区民集会「プラステイック焼却は NO! 」 06 年 4 月 1日

・秋水園集会「横浜市の巨大ごみ焼却場を２つとめた？小中学校ぜん息調査」 06 年 5月 27 日

・東京マイコープ学習会「燃やしていいのプラステイック!!」 06 年 6月 27 日

・第 11回 東京とことん討論会 06 年 8 月 18 日

・大田区民集会「横浜で工場が止まったらぜん息の子どもが減った?」 06 年 10 月７日

・かながわ市民オンブズマン総会「栄区の小中学生のぜん息が激減したのは」 07 年 4月 21 日

６．今後の展望

１．ぜん息とごみ焼却場

☆焼却場の排ガス中のＶＯＣを測定する。

07年度高木基金の助成団体になった「化学物質による大気汚染を考える会」に所属しており、

西岡宅でＶＯＣを測定することで、今泉クリーンセンター（鎌倉市の焼却場）からの大気汚

染の実態をしらべる。西岡宅はセンターの北1.3キロの位置にある。既存の2焼却場は廃止さ

れたため他に汚染源はない。５月～8月に予定。

☆他都市の事例を検証する

横浜市栄区で検証した焼却場と周辺に住む児童生徒のぜん息の相関関係を他の事例でも証

明する必要があり、2度目の現地調査などにより精査する予定。

候補地① 川崎市王禅寺焼却場周辺

焼却場以外には汚染源が少ない住宅地であり、横浜の栄区と類似した環境にあるにもかかわ

らず、周辺の多摩区、麻生区のぜん息児童数が年々増加。1回目の現地調査では風下1.5キロ

メートルの生田地域で異臭を体感しました。一見したところ、緑が多く好環境。近くには川

崎市の06年度ワースト１の東生田小学校がある。

新焼却場の竣工と同時に古い工場での焼却停止のため、現在もごみを燃やし続けており、ぜ

ん息データによる検証が容易でない。

川崎市の市議の方の協力も得て、焼却場以外の汚染源の有無を5月中に再調査の予定。

候補地② 横浜市旭区川井地域

川井地域と隣接する若葉台の小学校は市内ランクで常に上位であり、特に上川井小学校は悪
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化する一方。周辺は大型工場や産廃焼却場などの立地がある。昨年に続き再調査。

２．車の排気ガスとぜん息との因果関係

実際にはかなり困難なことが分かった。その理由は幹線道路沿いには工場が立地する事が多

く逆に人家は少ないため、ぜん息データが使えなかった。一般的には排気ガスがぜん息の主

因と言われるが私には疑問だ。横浜市の事例では交通量の多い地域の小学校のぜん息被患率

は必ずしも高くない。同様の意見を東村山市の青木泰氏も指摘している。

３．ぜん息と農薬の関係

06年度の神奈川県ワースト1は三浦市でした。現地調査の結果ではごみ処理との関係は認め

られませんでした。年間を通じてスイカや大根、キャベツを大量に生産しているため、農薬

による影響が疑われます。現地調査や農薬使用状況等を三浦市農協、三浦市や神奈川県担当

職員に問合せたところ、各農家では使用状況を記録する義務がありながら報告の義務は無く、

種類別の使用量すら把握されていませんでした。昨年11月の現地調査では、キャベツと大根

畑の真中にある学校を数多く目撃。ゴルフ場の農薬と刈り草の焼却炉についても同一線上で

調べたい。

「化学物質による大気汚染を考える会」によるＶＯＣ測定の候補になるよう努力します。

４．報告集会

6月中の実施をめどに日程調整中。

「横浜・ゴミを考える連絡会」、「栄工場のゴミを考える会」の共催で実施し、ぜん息と焼

却場の相関関係については西岡が報告。

５．その他

基礎データとなる各自治体の健康調査結果の入手に苦慮しました。

ホームページからメールで依頼した結果、書面による情報公開が必要な都市が多くありまし

た。

生徒数の少ない学校のプラーバシーをたてに、癲癇のみ非開示にする学校もありました。

県下でぜん息被患率の高い学校から順に情報収集し、神奈川県下全域の小中学校ぜん息デー

タをもとに、焼却場や工場、道路公害に迫る予定でしたが、前述したように調査の環境が整

わなかった他に、極端に生徒数の少ない学校があり少ない患者数でも高い被患率の自治体が

あることが分かりました。

例えば清川村は小学校は2校しかなく、宮が瀬小学校は全校で8人のところに2人のぜん息患

者がいるだけでどこよりも高い被患率になります。

検証には一定以上の規模である事が必要で、被患率だけでは選べない事がわかりました。

神奈川県全域の大気汚染を検証するためには長期的な調査が必要で、地元で活動する団体の発掘

を含め、息長く調査活動を続ける所存です。

高木基金へのご意見

助成金を頂いた事でパソコン技術の研修を受けたり、分析作業を一部知人に協力して頂くことで

時間を有効に使うことができました。

しかし、一番ありがたいことは、名も無い主婦の調査に対して発表の機会が与えられた事です。

事前に書類選考の上、発表の価値ありと判定された場合にのみ、イベント的にでも助成対象でない個人

や団体の研究発表の場を提供して頂けると、今後の活動の励みになります。


